
鶴
岡
市
農
業
振
興
協
議

会
（
会
長
・
榎
本
政
規
市

長
）
の
臨
時
総
会
が

日
、

30

グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン
で

開
か
れ
、
平
成

年
産
米

25

の
生
産
調
整
の
配
分
を
決

め
ま
し
た
。

昨
年
度
に
設
定
し
た
配

分
方
法
は
、

(

１)

均
等
配
分
に
つ
い
て
、

平
成

年
産
米
ま
で
段
階

28

的
に
作
付
率
を
全
市
一
律

と
す
る
。

（
２
）
傾
斜
配
分
は
、

①
大
規
模
加
算
（
Ｊ
Ａ
選

択
）
２
〜
８
％

②
環
境
加
算
（
有
機
・
特

栽
）
２
％
ー
で
す
。

大
規
模
加
算
は
「
Ｊ
Ａ

等
が
選
択
し
た
場
合
」
と

さ
れ
、
Ｊ
Ａ
鶴
岡
は
大
規

模
加
算
の
傾
斜
配
分
を
選

択
し
て
い
な
い
た
め
加
算

は
な
く
、
選
択
し
て
い
る

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
の
農
家

に
大
規
模
加
算
が
あ
り
ま

す
。平

成

年
産
米
の
作
付

25

率
は

年
産
米
と
比
べ
、

24

鶴
岡
＋
０
・
４
％

藤
島
△
０
・
１
％

羽
黒
＋
０
・
５
％

櫛
引
＋
０
・
６
％

朝
日
＋
０
・
６
％

温
海
＋
２
・
０
％
と

な
り
、
藤
島
だ
け
が

米
の
作
付
け
が

㌧
減
り
、

11

他
の
地
域
は
増
加
し
ま
す
。

平
成

年
産
米
の
全
国

25

の
生
産
数
量
目
標
は
、
24

年
産
比
２
万
㌧
（
０
・
３

％
）
減
の
７
９
１
万
㌧
。

県
内
に
は
５
２
１
０
㌧（
１

・
４
％
）
増
の

万
４
２

37

０
０
㌧
。
鶴
岡
市
に
は
４

３
６
㌧
（
０
・

％
）
増

73

の
６
万
１
６
９
㌧
が
配
分

さ
れ
ま
し
た
。

大
豆
や
ソ
バ
の
産
地

資
金
で
生
産
向
上

大
豆
や
ソ
バ
の
生
産
向

上
を
図
り
産
地
形
成
を
目

指
す
と
し
て
、「
産
地
資
金
」

に
つ
い
て
も
見
直
し
が
さ

れ
ま
し
た
。輪

作
加
算
は
、

こ
れ
ま
で
団
地
で

な
け
れ
ば
該
当
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
団
地
要
件
を

除
外
し
、

㌃
１
万
円
、

10

枝
豆
の
輪
作
加
算
は
同
７

千
円
か
ら
１
万
円
に
引
き

上
げ
ま
し
た
。

団
地
加
算
（
麦
・
大
豆

・
ソ
バ
）
は
同
４
千
円
か

ら
５
千
円
に
。

輪
作
＋
団
地
を
お
こ
な

え
ば
、
上
乗
せ
加
算
と
し

て
同
５
千
円
。

ソ
バ
の
排
水
対
策

加
算
は
同
３
千
円
か

ら
１
万
円
に
引
き
上

げ
ま
し
た
。

中
山
間
地
域
の
設

定
を
見
直
し
、
基
本

助
成

㌃
１
万
円
が

10

中
山
間
地
域
に
設
定

さ
れ
れ
ば
同
２
万
円

と
な
り
ま
す
。

新
た
に
加
わ
っ
た

中
山
間
地
域
は
、
鶴

岡
地
域
で
は
湯
田
川

と
湯
野
浜
、
字
船
見

台
の
み
だ
っ
た
藤
沢

が
全
域
に
。

該
当
な
か
っ
た
藤
島
地

域
は
、
添
川
と
鷺
畑
、
東

堀
越
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
が

加
わ
り
ま
し
た
。

羽
黒
地
域
で
は
一
部
だ

っ
た
川
代
が
全
域
、
荒
川

や
上
野
新
田
、
玉
川
に
一

部
加
わ
り
ま
し
た
。

振
興
作
物
助
成
で
は
10

㌃
５
千
円
だ
っ
た
玉
ネ
ギ
、

に
ん
じ
ん
、
さ
と
い
も
、

枝
豆
、
馬
鈴
薯
、
赤
カ
ブ

が
、
他
の
振
興
作
物
同
様

に
同
１
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
新
た
に
か
ぼ
ち
ゃ

が
加
わ
り
ま
し
た
。

麦
、
大
豆
、
ソ
バ
に
つ

い
て
は
こ
の
他
に
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金（
３

万
５
千
円
、
ソ
バ
２
万
円
）

と
畑
作
物
の
直
接
支
払
交

付
金
が
あ
り
ま
す
。

大
豆
、
ソ
バ
の
連
作
障

害
を
回
避
し
、
輪
作
体
系

の
確
立
と
生
産
向
上
、
農

家
の
所
得
ア
ッ
プ
に
向
け

た
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

2013年２月10日
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1月 47人 37,150円
12月 49人 36,300円

地
産
地
消
給
食
を
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か

学
校
給
食
に
野
菜
を
届
け
て
い
る「
サ
ン
サ
ン
畑
の
会
」（
佐

藤
正
会
長
）
主
催
の
「
サ
ン
サ
ン
給
食
・
一
般
公
開
」
が
、

３
年
目
と
な
る
今
年
も
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

「
子
ど
も
が
喜
ん
で
食
べ
て
く
る
学
校
給
食
を
食
べ
て
み

た
い
」「
学
校
で
食
べ
た
給
食
が
懐
か
し
い
」
と
い
う
声
に
応

え
よ
う
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

野
菜
の
藤
島
産
使
用
率

・
１
％
（
庄
内
産
含
め

・
５

52

72

％
／

年

月
現
在
）
と
、
セ
ン
タ
ー
給
食
で
は
地
場
産
使

24

11

用
割
合
が
全
国
ト
ッ
プ
水
準
を
誇
る
サ
ン
サ
ン
の
フ
ァ
ン
を

大
き
く
し
た
い
と
い
う
願
い
も
あ
り
ま
す
。

◎
日
時

３
月
５
日
（
火
）・

日
（
火
）
正
午

12

◎
場
所

藤
島
ふ
れ
あ
い
食
セ
ン
タ
ー
・
サ
ン
サ
ン

◎
定
員

各
日
先
着

名
30

◎
参
加
費

５
０
０
円
（
野

菜
の
お
土
産
付
き
）

◎
申
込
み

２
月

日
（
金
）

22

ま
で
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
藤
島

庁
舎
エ
コ
タ
ウ
ン
室
（
℡
64

・
５
８
０
３

Ｆ

・
５
８

64

４
７
）

（
写
真
は
平
成

年
２
月
７

24

日
の
一
般
公
開
）

水稲作付率の調整状況（参考値）2013.1.30市農業振興協議会

鶴岡 藤島 羽黒 櫛引 朝日 温海 全市

H23 65.5 68.6 64.4 63.5 64.1 55.4 65.3

H24 65.2 67.9 64.5 63.8 64.0 57.1 65.1

H25 65.6 67.8 65.0 64.4 64.6 59.1 65.5

H26 65.6 67.2 65.1 64.7 64.9 60.9 65.5

H27 65.4 66.8 65.3 65.1 64.9 62.5 65.5

H28 65.4 66.1 65.5 65.4 65.2 64.4 65.5

※１．本表は、均等配分に係る作付率に傾斜配分を加味した作付率である。

※２．現時点での試算値であり、将来の県からの配分状況等により数値は変動する

大規模加算　　　　　　　2012.01.31鶴岡市農業振興協議会

区分 平野部 中山間部
加算割合(％)

H24 H25 H26 H27 H28

区分Ａ 7～10ha - １ ２ ３ ３ ３

区分Ｂ 10～15ha 4～7ha ２ ４ ６ ６ ６

区分Ｃ 15～20ha 7～10ha ３ ６ ９ ９ ９

区分Ｄ 20ha～ 10ha～ ４ ８ １２ １２ １２

環境加算

加算割合(％) １ ２ ３ ５ ５

平成25年産米に係わる地域別生産数量目標及び面積換算値
配分基準単収　 
（kg／10a）

生産数量目標（トン） 面積換算値（ha） 作付率（％）

H24 H25 H24 H25 増減 H24 H25 増減 H24 H25 増減

A B ① ② ⑦ ⑧
③＝ 　 ④＝　　 ⑤＝　　 ⑥＝　　 ⑨＝　
②－① ①／A ②／B ⑤－④ ⑧－⑦

鶴岡 601 602 23,806 158 3,961 20 65.2 0.423,964 3,981 65.6
藤島 607 608 14,012 2,308 67.914,001 2,303 67.8-11 -5 -0.1
羽黒 573 574 10,156 98 1,772 14 64.5 0.510,254 1,786 65.0
櫛引 590 591 6,708 79 1,137 11 63.8 0.66,787 1,148 64.4
朝日 550 552 3,189 39 580 5 64.0 0.63,228 585 64.6
温海 510 512 1,862 73 365 13 57.1 21,935 378 59.1
合計等 591 592 59,733 436 10,123 58 65.1 0.460,169 10,181 65.5
※本表は、慣行栽培を基準に作成しているものであり、減収カウント面積を含みません。

※作付率は、均等配分、傾斜配分を合算した率となります。



都
市
計
画
道
路
「
市
道

藤
島
駅
上
藤
島
線
」
の
見

直
し
に
つ
い
て
４
日
、
藤

島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

説
明
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

同
路
線
は
、
藤
島
駅
か

ら
国
道
３
４
５
号
バ
イ
パ

ス
ま
で
、
上
藤
島
地
内
の

県
道
を
通
ら
ず
に
藤
島
シ

ャ
ー
リ
ン
グ
工
場
隣
地
に

接
続
す
る
計
画
で
す
。

同
路
線
が
初
め
に
計
画

さ
れ
た
の
は
昭
和

（
１

51

９
７
６
）
年
６
月
で
当
初

は
幅
員

㍍
、

年
４
月

12

56

に
路
線
変
更
さ
れ
、
さ
ら

に
平
成
６
年

月
に
路
線

10

変
更
及
び
幅
員

㍍
に
変

18

更
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
反
対
側
の
藤

島
駅
笹
花
線
が
現
在
、
計

画
変
更
に
よ
り
幅
員

㍍
18

か
ら

・
５
㍍
に
な
っ
た

12

こ
と
か
ら
、

㍍
の
幅
員

12

に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
路
線
は
ま
だ
市
の

去
る
２
月
１
日
は
し
ん

ぶ
ん
新
聞
創
刊

周
年
で

85

あ
っ
た
。
記
念
し
て
著
名

人
の
「
私
と
赤
旗
」
が
連

載
中
で
あ
る
。
２
月
５
日

付
に
俳
優
・
渡
辺
り
え
さ

ん
が
登
場
し
て
い
る
。

私
に
は
渡
辺
さ
ん
に
こ

ん
な
思
い
が
あ
る
。
か
つ

て
タ
ウ
ン
誌
『
山
形
散
歩
』

が
あ
っ
て
発
行
人
は
故
栖

坂
正
司
さ
ん
で
し
た
。
栖

坂
さ
ん
と
あ
る
集
ま
り
で

一
緒
に
な
っ
た
と
き
、「
い

や
ー
、
僕
は
共
産
党
さ
ん

の
た
め
に
何
も
で
き
な
く

て
ね
。
や
っ
た
こ
と
は
渡

辺
の
父
か
ら<

し
ん
ぶ
ん
赤

旗>

を
読
ん
で
貰
っ
た
こ
と

だ
け
だ
な
」
と
謙
遜
し
て

言
わ
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
、

渡
辺
さ
ん
が
共
産
党
を
支

援
さ
れ
て
い
る
き
っ
か
け

か
な
と
想
像
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

渡
辺
さ
ん
は
、
劇
作
家

・
演
出
家
と
し
て
も
縦
横

の
活
躍
。
今
、
再
放
送
中

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
お
ひ

さ
ま
」
の
村
上
カ
ヨ
役
で

好
演
し
て
い
る
。「
こ
れ
か

ら
も
正
義
を
貫
い
て
ほ
し

い
。
貧
し
い
人
や
、
日
本

を
縁
の
下
で
支
え
る
人
た

ち
が
幸
福
に
な
る
よ
う
、

ブ
レ
ず
に
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
。」「<

国
防
軍>

な
ん

て
で
き
た
ら
、
ま
ず
殺
さ

れ
る
の
は
政
府
に
反
対
す

る
国
民
だ
と
思
い
ま
す
。

戦
争
中
に
戦
争
反
対
を
訴

え
た
人
は
殺
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
人
た
ち
の
声

無
き
声
を
い
ま
に
生
か
さ

な
け
れ
ば
。
…<

赤
旗>

に

は
、
な
ぜ
安
倍
首
相
が
そ

こ
ま
で
し
て
憲
法
を
変
え

た
い
の
か
、
じ
っ
く
り
取

材
し
て
ほ
し
い
。」
と
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

「
ハ
ト
時
計
の
ハ
ト
が

最
近
鳴
か
な
い
ん
で
…
」

と
新
聞
に
あ
り
ま
し
た
。

ハ
ト
時
計
は
英
語
で
は
カ

ッ
コ
ウ
時
計
、
ク
ク
ウ
・

ク
ロ
ッ
ク
で
す
。
英
和
辞

典
に
は
カ
ッ
コ
ウ
時
計
、

鳩
時
計
と
あ
り
ま
す
か
ら
、

カ
ッ
コ
ウ
の
方
も
知
ら
れ

て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

新
聞
の
は
電
池
式
で
す

が
、
重
り
を
２
つ
使
っ
て

い
ま
し
た
。
時
が
来
る
と

模
造
の
鳥
が
ー
作
り
付
け

の
も
あ
り
ま
す
が
ー
ド
ア

か
ら
出
て
、
時
の
数
だ
け

鳴
い
た
の
で
す
。

カ
ッ
コ
ウ
時
計
は
３
時

に
な
る
と
、
ク
ク
ウ
、
ク

ク
ウ
、
ク
ク
ウ
で
し
ょ
う

が
、
ハ
ト
時
計
は
ど
う
鳴

く
の
で
し
ょ
う
。
ポ
ッ
ポ

ッ
ポ
で
し
ょ
う
か
。

柳
田
國
男
の
説
で
は
、

ハ
ト
ポ
ッ
ポ
と
い
う
の
は

ま
ち
が
い
だ
そ
う
で
す
。

「
お
寺
の
庭
な
ど
で
遊
ん

で
い
る
ハ
ト
」
は
家
バ
ト

ま
た
は
飼
い
バ
ト
で
、「
鳴

く
声
は
、
ク
ウ
ク
ウ
と
い

う
だ
け
」、「
ハ
ト
ポ
ッ
ポ

と
い
う
の
は
山
バ
ト
、
ま

た
は
キ
ジ
バ
ト
」
と
い
い

ま
す
。

ハ
ト
時
計
は
カ
ッ
コ
ウ

の
鳴
き
声
を
き
き
ま
ち
が

え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
、
ポ
ッ
ポ
と
鳴
く
な
ら

山
バ
ト
時
計
で
す
。

▼
あ
れ
ほ
ど
社
会
が
行
き

詰
ま
っ
た
の
で
、
国
民
は

自
民
党
・
公
明
党
の
政
権

か
ら
民
主
党
を
選
ん
だ
の

だ
か
ら
、
私
と
し
て
は
逆

戻
り
す
る
事
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
の
だ
。

▼
そ
こ
を
メ
デ
ィ
ア
が
仕

組
ん
だ
事
に
よ
り
国
民
が

一
方
に
引
っ
張
ら
れ
た
事

に
な
る
。
大
き
な
金
が
、

新
聞
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

・
週
刊
紙
ま
で
系
統
的
に

握
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
ん

な
事
も
出
来
る
と
い
う
事
。

▼
メ
デ
ィ
ア
全
て
を
特
定

の
者
が
握
っ
て
い
る
国
は

日
本
以
外
に
は
な
い
と
聞

い
た
気
が
す
る
が
、
政
治

を
変
え
る
よ
り
ム
ズ
カ
シ

イ
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う

事
に
な
る
の
か
。

▼
国
民
は
、
よ
く
よ
く
し

っ
か
り
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
事
に
な
る
が
、

毎
回
押
し
つ
け
ら
れ
る
報

道
だ
か
ら
、
マ
、
こ
れ
も

ム
ズ
カ
シ
イ
か
。
で
も
気

を
つ
け
て
見
聞
き
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ネ
ー
。
も

う
す
ぐ
参
議
院
選
挙
が
あ

る
か
ら
。（
石
川
）

渡
辺
え
り
さ
ん
（
山
形
市
出
身
）

の
「
私
と
赤
旗
」

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

メ
デ
ィ
ア
の
害
悪

前
号
に
、
三
川
町
議
選

で
の
一
般
新
聞
報
道
が
選

挙
結
果
に
大
き
く
影
響
し

た
と
書
い
て
い
る
。「
安
全

だ
、
高
位
で
上
が
る
」
と

報
道
さ
れ
た
人
が
落
選
し

た
。
安
全
だ
と
報
道
さ
れ

て
気
を
許
す
陣
営
は
な
い

か
ら
、
報
道
し
た
社
で
は

責
任
を
感
じ
な
い
ん
だ
ろ

う
か
。
ど
う
決
着
を
つ
け

て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
。

▼
メ
デ
ィ
ア
の
害
悪
に
つ

い
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

鳥
越
俊
太
郎
氏
は
あ
る
週

刊
紙
に
、
選
挙
期
間
中
の

一
方
的
な
予
測
報
道
が
有

権
者
を
「
勝
ち
馬
」
に
乗

せ
た
と
書
い
て
い
る
。
結

果
、
こ
の
３
年
間
、
ほ
と

ん
ど
何
も
し
て
こ
な
か
っ

た
自
民
党
が
大
勝
ち
を
し

た
の
だ
と
い
う
。

▼
第
３
極
報
道
で
、
正
に

マ
ス
コ
ミ
の
正
体
み
た
り
、

と
は
先
に
書
い
た
事
で
す

が
、
そ
う
い
う
事
だ
っ
た

ん
だ
と
納
得
し
た
。

都市計画道路
「藤島駅上藤島線」

の見直し

カッコウ時計
大沼 浩

計
画
で
具
体
化
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

住
民
要
望
の
高
ま
り
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
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